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	日 本 英 語 表 現 学 会
	（JASEUS）
	第52回 全 国 大 会・総 会
	日 時  自 2023年12月2日（土）13:00（12時より受付）
	至 2023年12月3日（日）15:00 会 場  福岡女学院大学4号館（〒811-1313 福岡市南区曰佐3丁目42-1）
	記念講演 東 茂美 氏（福岡女学院大学名誉教授）
	「万葉歌人山上憶良、達者な老いをうたう」
	シンポジウム 「文学作品と英語表現指導」
	第52回全国大会・総会プログラム
	理事・評議員・監事・各運営委員合同会（12月2日11:00） 421教室
	研究発表者及び司会者打ち合わせ（両日）   411教室
	一般会員控え室・二日目昼食会場    422教室
	第1日 12月2日（土）
	受付開始 （421教室前ロビー）        (12：00)
	開会式  （421教室）         (13：00 - 13：15)   司 会   宮崎 啓（大会運営委員長・東海大学）
	開会の辞  笹川 浩（会長・中央大学）
	開催校挨拶 伊藤 文一 氏（福岡女学院大学学長）
	総会  （421教室）         (13：15 - 13：55)   司 会 神山 高行（副会長・東海大学）
	(1)   事業報告（各運営委員会報告）と審議
	(2)   会計報告と審議    (3)   その他
	研究発表 第一会場（421教室）   司 会 水本 孝二（日本大学）
	「海事英語辞書における語義の記述に関する一考察」  (14：00 - 14：40)   発表者 池上 彰（広島大学大学院生）
	司 会 青栁 文男（早稲田大学）     「文学系授業が英語コミュニケーション能力育成に果たす役割
	―「原典講読」授業の談話分析を通して―」    (14：45 - 15：25)   発表者 村松 直子（清泉女学院大学）      「戦時下アメリカの教育と英語表現」     (15：30 - 16：10)   発表者 松田 正貴（大阪電気通信大学）   第二会場（410教室）   司 会 池田 容子（山陽小野田市立山口東京理科大学）   「The value of Non-Native English Teachers」   (14：00 - 14：40)   発表者 城山 友孝（名古屋大学）
	「英語教職科目に対するステークホルダー意識調査」   (14：45 - 15：25)   発表者 宮崎 啓（東海大学）   司 会 塚本 睦子（NHK文化センター柏教室）
	「外国語教科化に因る聴解力への効果の比較･検証」   (15：30 - 16：10)   発表者 石濵 博之（宮崎国際大学）   第三会場（415教室）   司 会 横田 肇（星槎道都大学）   「バーン=ジョーンズの The Flower Book における独自性」  (14：00 - 14：40)   発表者 畠田 佳奈（都留文科大学大学院生）
	司 会 神山 高行（東海大学）   「悪漢の造形に見る明治期ディケンズ翻案再考」   (14：45 - 15：25)   発表者 杉田 貴瑞（香川大学）
	「フォルスタッフが体現する騎士の理想と現実」   (15：30 - 16：10)   発表者 梅宮 悠（成蹊大学）
	フォーラム （421教室）         (16：20 - 17：00)
	「新島通弘編『英語表現活用辞典』の電子化にむけて」
	提案者 山田 茂（早稲田大学）
	記念講演 （同教室）         (17：00 - 18：00)    司 会 能勢 卓（福岡女学院大学）     「万葉歌人山上憶良、達者な老いをうたう」   講演者 東 茂美 氏（福岡女学院大学名誉教授）
	■記念講演者プロフィ－ル■
	1953年、佐賀県伊万里に生れる。成城大学大学院博士課程修了 (博士（文学）)。福岡女学院大学助教授、教授を経て、2021年より名誉教授。著書に『大伴坂上郎女』（1994, 笠間書院）、『東アジア万葉新風景』（2000, 西日本新聞社）、『山上憶良の研究』（2006, 翰林書房）、『万葉集の春夏秋冬』（2013, 笠間書院）、『鯨鯢と呼ばれた男 菅原道真』(2019, 海鳥社)、『元号「令和」と万葉集』（2020, 海鳥社）などがある。各地の市民講座講師としても人気を博し、全国で開催される講演会でも活躍中。
	第2日 12月3日（日）
	受付開始 （421教室前ロビー）        (9：30)
	研究発表 第一会場（421教室）   司 会 星 隆弘（文教大学）   「英詩を書く－英語で表現する経験が意味するもの」  (10：00 - 10：40)   発表者 坂本 輝世（滋賀県立大学）     「機械翻訳の使用が学習認知プロセスに与える影響に関する予備的考察」(10：45 - 11：25)   発表者 佐竹 幸信（東京都市大学）
	第二会場（410教室）   司 会 新井 巧磨（早稲田大学）   「ハワイ語教育の状況－学習者へのインタビューを中心に－」 (10：00 - 10：40)   発表者 鷹取 勇希（東洋大学）
	司 会 稲永 知世（佛教大学）   「ニュージーランドの学校教育における移民/難民の子供への英語教育」 (10：45 - 11：25)   発表者 金 滋英（オークランド大学大学院生）
	小山 英二（学習院大学付属中等科）
	「子どもの英語のWh疑問表現と倒置−階層性を探る」  (11：30 - 12：10)   発表者 関田 誠（東京電機大学）
	シンポジウム （421教室）         (13：00 - 14：50)    「文学作品と英語表現指導」   司会  星 隆弘（文教大学）
	提案者 上村 忠実（福岡女学院大学）   提案者 能勢 卓（福岡女学院大学）   提案者 伊藤 佳世子（高野山大学）
	提案者 中西 典子（同志社大学）
	閉会式  (同教室)         (14：50 - 15：00)    閉会の辞 山田 茂（副会長・早稲田大学）
	［交通アクセス］
	・鹿児島本線
	南福岡駅から西鉄バス45番に乗車（約15分）
	・西鉄天神大牟田線
	井尻駅から西鉄バス45番に乗車（約12分）
	大橋駅から西鉄バス42番に乗車（約13分）
	※日曜はバス停「福岡女学院」への乗り入れがございませんので、右の手段にてお越しくださいますようお願い申し上げます。
	大学ホームページの交通アクセス情報も適宜ご参照ください。
	https://www.fukujo.ac.jp/university/access/
	日 本 英 語 表 現 学 会
	The Japan Society of English Usage and Style
	事務局：〒162-0801 東京都新宿区山吹町361 南雲堂内
	TEL：03-3268-2311 FAX：03-3269-2486
	学会HP：http://www.jaseus.org/index.html

